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四国の人々の生活を
より豊かに幸せ多いものに
していくために

　昭和４３年９月に｢建設行政の推進と建設事業の進
展に寄与する」を目的に社団法人 四国建設弘済会と
して設立された当会は、平成２５年４月に｢一般社団法
人 四国クリエイト協会｣として再出発しました。
　これと同時に会の経営もこれまでの｢発注者支援業
務等」に替えて事業監理業務や民間との契約業務に
移行するなど大きくその形態を変えてきました。
　一方、四国地方の発展や地域貢献を支えてきた技
術開発や防災活動、地域振興策への支援などのいわ
ゆる公益事業についても､当会の持てる力である｢人と
技術力｣を最大限活用し､引き続き地域の方々､団体
から求められる形で対応してきております。
　こうした業務を推進するに当たって､当会では｢顧客､
会員、取引企業、職員並びに地域住民等の様々なス
テークホルダー｣の方々から見て好ましい存在として信
頼され期待される組織であることが必須と考え、CSR
行動憲章・指針を定め、これに基づき行動するとともに
スキルの向上に取り組んでいます。
　例を挙げれば､コンプライアンス、情報管理の徹底は
もとより、国土保全、水環境問題、CO2削減など循環型
社会形成のための「協働の森づくり」事業に参加して
います。また、平成23年の東日本大震災や平成30年の
西日本豪雨災害時には被災地に災害調査団等を派
遣するほか自ら災害を被った際の事業継続に向けた
BCP計画を策定しています。

◆　　◆　　◆

　平成26年4月から本格運用を開始しました「四国災
害アーカイブス」は創意工夫に富む意欲的な取り組み
であるとして､平成27年8月に土木学会からグッド･プラ
クティス賞を､平成28年5月には地域貢献賞を受賞し、
多くの皆様に利用されています。
　平成27年からは「四国社会資本アーカイブス」に取

り組み、河川・道路・鉄道・電力等､四国各地で行われ
てきた社会資本整備の情報を公開しています。この取
り組みについても､土木学会から令和５年８月に､グッ
ド・プラクティス賞を受賞しました。
　四国地方防災エキスパート事務局として災害対応
支援や、近年の激甚化する災害への対応等、今後３０
年以内で発生する確率が８０％程度に引き上げられた
南海トラフ巨大地震や激甚化・頻発化する豪雨災害
等の大規模災害へ備えるための活動を積極的に行っ
ています。
　平成３０年の西日本豪雨をはじめ、災害時には防災
エキスパートによる後方支援なども行ってきました｡
　令和５年度より四国内の自治体より水防協力団体の
指定を受け、現在１４地域の水防活動の支援・サポート
にも取り組んでいます。
　また、技術開発、国土･環境保全、地域創生などを
進めるための公益事業活動に取り組んでいるところで
す。

◆　　◆　　◆

　四国クリエイト協会は、四国の人々の生活をより豊か
にしていくために、地域社会から信頼と期待を求めら
れる組織であることを目指し、今後も未来の元気で豊
かな四国づくりの実現に寄与するため、向上心を持っ
て設立時と何ら変わることない技術集団としてサスティ
ナビリティな社会を実現するため地域に貢献して参りま
す。

◆　　◆　　◆

　最後に、本レポートは当会のCSR活動を、関係する
皆様にできる限りわかりやすくご紹介することを目的に
作成しております。
　是非ご一読いただき、忌憚のないご意見・ご感想を
賜りますようお願い申し上げます。
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